
 

 

 

 

 

大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み（平成２８年６月～平成２９年５月の取組）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SPLENDOR PLAN 2017 

（平成 29年 4月） 

◯ミッション（使命と役割） 

新しい平和科学の理念＝「持続可能

な発展を導く科学」を確立し，多様性

をはぐくむ自由で平和な国際社会の

実現 

◯全体コンセプト 

「持続可能な発展を導く科学」を実

践する世界的な教育研究拠点の構築 

 

建学の精神（昭和 25年 11月） 

○ 自由で平和な一つの大学 

 

理念５原則（平成 7年 10月） 

◯ 平和を希求する精神 

◯ 新たなる知の創造 

◯ 豊かな人間性を培う教育 

◯ 地域社会・国際社会との共存 

◯ 絶えざる自己変革 

 

学長室 

平成 29年 6月 作成 

 



◎ 大学の改革に向けての方向性 

☆ 新しい長期ビジョン「SPLENDOR PLAN 2017」を策定【4月】 

☆ 平成３０年度の教育研究組織整備 

・総合科学部国際共創学科の新設に向け，総合科学部に「新学科設置準備委員会」を設置し，具体的事

項の検討を開始【11月】 

・情報科学部の新設に向け，「情報科学部設立準備委員会」を設置し，設立準備に係る重要事項の審議

を開始【12月】 

・平成 30年 4月の情報科学部及び総合科学部国際共創学科の新設並びに工学部の改組を決定し，文部

科学省へ設置計画を提出【情報科学部：3月】【総合科学部国際共創学科，工学部：



☆ 平成 31 年度入試から，一般入試を含む大学入試センター試験を利用する全ての入試で，英語４技能を判

定する英語外部検定試験（８試験）の成績を活用することを決定【1月】 

☆ 在学生を対象にした新たな奨学制度「光り輝く奨学制度」を創設【4月】 

☆ 学生の規範意識の涵養を促進するため，研究倫理教育の標準プログラムを導入【4月】 

☆ 学内すべての講義室に無線ＬＡＮを設置【4月】 

 

 

◎ 研究に関する取組 

☆ 国際的な両生類リソースセンターとしての機能を持ちつつ，ゲノム編集技術などを用いた先端的な研究を

推進するため，理学研究科附属の両生類研究施設を全学センター化し，「両生類研究センター」を開設 

【10月】 

☆ ノーベル賞受賞者などの世界トップレベルの研究者による講演会「広島大学 知のフォーラム」を開催 

第２弾：2015年ノーベル物理学賞受賞 梶田隆章博士【11月】 

第３弾：2001年ノーベル生理学・医学賞受賞 ポール・ナース博士【4月】 

☆ 科学技術振興機構（JST）の「研究成果展開事業 産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム

（OPERA）」に，「『ゲノム編集』産学共創コンソーシアム」が採択【9月】 

☆ 世界トップクラスの研究大学として，国際展開力・発信力をさらに強化していくため，新たに自立型研究

拠点２件，インキュベーション研究拠点４件を認定【9月】 

 ☆ モデル生物として有用なアフリカツメガエルのゲノムを解読・解析，その論文が英国科学誌『Nature』

に掲載【10月】 

 ☆ 研究の国際展開力・発信力を強化するため，米国人のライティング・アドバイザー・フェローによる英

語論文執筆支援を開始【11月】 

 ☆ 人文社会系の国際発信力強化に向け，国際的・国内的に評価の高い学術雑誌への投稿を促すための動機

付けや目標等に活用するための「人文社会系学術雑誌リスト」を作成【3月】 

 

◎ 社会貢献・国際戦略に関する取組 

☆ 新たな大学間国際交流協定の締結 

・国立イスラム大学・アラウディン・マカッサル校（インドネシア）【9月】 

・サクロ・クオーレ・カトリック大学（イタリア）【9月】 

・パヴィア大学（イタリア）【9月】 

・香港中文大学（中華人民共和国）【10月】 

・ケント大学（英国）【10月】 

・ミスル工科大学（エジプト）【12月】 

・ベニスエフ大学（エジプト）【12月】 

・エジプト日本科学技術大学（エジプト）【12月】 

・メキシコ国立工科大学（メキシコ）【2月】 

・ザールラント大学（ドイツ）【5月】 

・ウィーン医科大学（オーストリア）【5月】 

・リトアニア教育大学（リトアニア）【5月】 

・ヴィタウタス・マグヌス大学（リトアニア）【5月】 

他 59大学 （平成 29年 5月末までに全 256協定を締結） 

 

 



☆ 新たに４海外拠点（センター）を開設 

・東南アジアにおける国際的な産学連携活動の推進を図るため，「広島大学ミャンマーセンター」を開

設【8月】 

・中南米における本学産学官連携の活動拠点として，現地企業との国際産学官連携体制の強化，グナフ

ァト大学をはじめとする地元の大学等との連携や，留学生獲得に活用するため，メキシコ グアナフ

ァト州のグアナファト大学内に「広島大学グアナファトセンター」を開設【3月】 

・カンボジア政府，現地企業，現地大学との連携体制の強化・人材の育成に努めるとともに，留学生獲

得に向けて，現地学生への本学の情報提供及び現地への本学派遣留学生に対するサポートを行うため，

「広島大学―カンボジア王国教育、青年、スポーツ省連携センター」を開設【3月】 

・ヴィタウタス・マグヌス大学のアジア研究センターに，「広島大学リトアニアセンター」を開設 

【5月】 

    ・ドイツ・ザールラント大学内に「広島大学ザールラントセンター」を開設【5月】 

 （平成 29年 5月末現在の海外拠点数：16） 

☆ 新たな留学生受入れプログラム「広島大学森戸高等教育学院３＋１プログラム」を開始【10月】 

☆ 社会貢献に関する企業との包括的協力協定の締結 

    ・コベルコ建機株式会社（目的：建設機械に適用可能な最先端の技術開発を行い，研究開発・人材育

成など相互の協力に基づき得られた研究成果を広く社会に還元・貢献すること）【6月】 

・株式会社にしき堂（目的：食品衛生学及び健康で豊かな食の創成をめざす分野において，研究開発・

人材育成など相互の協力に基づき，得られた研究成果を広く社会に貢献すること）【7月】 

・株式会社前川製作所（目的：産業用冷却設備を中心とした「環境」・「エネルギー」・「食」の分野など

の最先端の技術開発を行い，研究開発・人材育成など相互の協力に基づき得られた研究成果を広く社

会に還元・貢献すること）【9月】 

・広島県，広島県障害者スポーツ協会，特定非営利活動法人 STAND（目的：障害者スポーツによる新た

な共生社会の創生に関する取組み，人材育成など相互の協力に基づき，得られた成果を広く社会に還

元・貢献すること）【10月】 

・公益財団法人広島平和文化センター（目的：原子爆弾による被害の実相をあらゆる国の人々に伝える

とともに，核兵器を廃絶して戦争の無い平和な世界を創造するための活動を行い，得られた成果を広

く社会に還元・貢献すること）【12月】 

・株式会社ヒロテック（目的：自動車及び自動車部品やその製造技術等の分野において，双方が有する

幅広い資源を総合的に活用し，研究や人材育成などに協力して取組むことにより，得られた成果を通

して，株式会社ヒロテックの事業及び本学の教育研究及び社会に貢献すること）【2月】 

・株式会社西京銀行（目的：産業，教育等の分野において相互に協力し，地域の振興，地域経済の活性

化及び有為な人材の育成に寄与すること）【3月】 

・株式会社イズミ（目的：小売業における研究開発・人材教育など相互の協力に基づき，得られた研究

成果を広く社会に貢献すること）【4月】 

 

 

◎ 病院に関する取組 

☆ 広島都市圏におけるより質の高い効果的・効率的な医療提供体制の構築に向け，基幹病院等の運営に関わ

る８者（広島大学病院，県立広島病院，地方独立行政法人広島市立病院機構，広島赤十字・原爆病院，一般

社団法人広島県医師会，一般社団法人広島市医師会，広島県，広島市）が連携して取り組むことを目的に，

「基幹病院等の連携に関する協定書」を締結【6月】 

☆ 病院が所有する小型無人機・ドローンを被災者の発見，救出に役立てることを目的に広島県警と協力協定

を締結【8月】 



☆ 次世代医療を地域医療にシームレスに移行し実践できる未来型グローバル医療人を育成するため，未来型

グローバル医療人育成センターを設置【1月】 

☆ 中国・四国地方の病院では初の手術支援ロボット「ダヴィンチ」の２台体制を本格稼働【1月】 

☆ 「治る」病態へ変化しつつあるリンパ浮腫の患者を救うため「国際リンパ浮腫治療センター」を開設 

【4月】 

☆ サンフレッチェ広島の選手及びスタッフに対し，メディカルチェックや日常的な健康管理指導などの医療

支援を通して，その協議パフォーマンスの向上に貢献することを目的に，サンフレッチェ広島と医療支援に

関する協定を締結【5月】 

 

 

◎ 管理運営に関する取組 

☆ 広島大学を紹介した新書本「広島大学は世界トップ 100に入れるのか」が PHPから発刊【8月】 

☆ 広島大学全体の目標とその実現に向けた取組や課題等を共有するため，各部局の教授会等訪問を実施 

【5月～7月】 

☆ 「アジアで最もイノベーティブな大学ランキングＴＯＰ７５」において，２６位（国内１０位）にランク

イン【8月】 

☆ 「QS World University Rankings 2016-2017」 において，前回から５１位アップの２９７位にランクイ

ン【9月】 

☆ 本学の教職員・学生から大学運営に関する提案・提言を聴き，教育研究活動の質の向上や大学運営の改善

に結びつけるための「学長オフィスアワー」を開始【11月】 

☆ 在学生，教職員，同窓生，市民の方々と交流する事業「第 10回ホームカミングデー」を開催【11月】 

☆ 世界トップ 100を目指す本学の「動き」を学内外に分かりやすく伝えることを目指し，従来の広報誌を統

合・リニューアルした新しい広報誌 『HU-plus』」を創刊【11月】 

☆ 学生の声を大学運営に活かすため，「広島大学をより良い大学にするために」をテーマとした意見交換を

開催【12月，1月】 

☆ 教員の教育・研究に関するパフォーマンスをモニターするため設定した指標（AKPI®（目標達成型重要業

務指標）及び BKPI®（教員エフォート指標））について，本学独自の指標であることを明確に示すため商標

登録【1月】 

☆ 全国の大学で初めて，クラウドセキュリティ管理に関する第三者認証（ＩＳＯ/ＩＥＣ 27017：2015に基

づくＩＳＭＳクラウドセキュリティ認証）を取得【3月】 

☆ 大学評価・学位授与機構の大学機関別認証評価を受審し，「大学評価基準を満たしている」との評価を受

けた【3月】 

 

 


